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1 【初号による雑誌書誌修正のポイントを理解する】(テキスト第 7講「3.書誌修正(初号)」から) 

 

問題: 

初号による雑誌書誌レコードの登録に関する説明として，

【間違っているもの】はどれか。 

 

1. 初号と終号が手元にある場合は，VLYR フィールドに初

号および終号の巻次・年月次を記入する。 

2. 初号による書誌登録なので，VLYR フィールドに初号の

巻次・年月次を，PUB フィールドに初号出版日付を記

入する。 

3. 初号によらない書誌レコードが既に存在する場合は，

新規入力を行わずに書誌修正を行う。 

4. 初号が手元にあっても終号が手元にない場合は，VLYR 

フィールドに初号の巻次・年月次は記入しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答:   

 

 

2 【初号による雑誌書誌修正のポイントを理解する】(テキスト第 7講「3.書誌修正(初号)」から) 

 

問題: 

書誌検索の結果下記の書誌レコードがヒットした。手元に

初号があるときの修正についての説明文で，【間違っている

もの】はどれか。 

 

<AN10223869> CRTDT: 19910109 RNWDT: 19950512  

GMD: SMD: YEAR: 19-- CNTRY: ja TTLL: jpn TXTL: jpn ORGL: 

REPRO: PSTAT: c FREQ: a REGL: r TYPE: p  

ISSN: 09103651 CODEN: NDLPN: 00041783 LCCN: ULPN: GPON: 

TR: 生活指導研究 / 日本生活指導学会 [編]||セイカツ 

シドウ ケンキュウ  

VLYR: 

PUB: 東京 : 大空社 

NOTE: 記述は 9号 (1992.7)による 

AL: 日本生活指導学会||ニホン セイカツ シドウ ガッカ

イ <DA02504129> 

 

1. 刊年 1(YEAR1)が記入できる 

2. 出版開始年(PUBD)が記入できる 

3. 巻次・年月次(VLYR)が記入できる 

4. 注記(NOTE)の「記述は 9号 (1992.7)による」は「記述

は初号による」に修正する 

 

 

 

 

 

 

 

解答:   
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3 【雑誌書誌の修正に関する原則を理解する】(テキスト第 7講「2.書誌修正の原則」から) 

 

問題: 

雑誌書誌レコードの修正に関する説明として，【間違ってい

るもの】はどれか。 

 

1. より新しい号で変更になった出版者情報は，NOTE(注

記)フィールドに記述する。 

2. 記述の根拠としている号よりも古い号を発見した場合

は，その号に基づいて書誌記述部分の書き換えを行う。

3. より新しい号で ISSN が変更していたので，最新の情報

による ISSN フィールドの書き換えを行う。 

4. より新しい号を所蔵しているので，その情報源により

書誌記述部分を正しく書き換える。 

 

 

 

 

 

 

解答:   

 

 

4 【初号以外の号による雑誌書誌レコードの原則について理解する】 

(テキスト第 7講「4.書誌修正(初号以外の号)」から) 

 

問題: 

「初号以外」の号による雑誌書誌レコードの修正に関する

説明として，【間違っているもの】はどれか。 

 

1. 初号以外の号で責任表示に追加・変更があった場合は，

最新の責任表示に修正する。 

2. 初号以外の号で出版地・出版者に追加・変更があった

場合は，それらのデータをNOTEフィールドに注記する。

3. 既存レコードが初号によるものでなかった場合，既存

レコードの修正の根拠となった号についての注記を

NOTE フィールドに記入する。 

4. 責任表示の追加・変更があった場合，著者名リンクフ

ィールドの追加・リンク作成も行う。 

 

 

 

 

 

解答:   

 

 

5 【書誌修正の原則を理解する】(テキスト第 7講「2.書誌修正の原則」から) 

 

問題: 

次のフィールドのうち，初号を所蔵していなくても記入で

きるデータはどれか。 

 

1. 出版開始年(YEAR) 

2. 初号巻次・年月次(VLYR) 

3. 初号出版日付(PUB) 

4. ISSN 

 

 

 

 

 

解答:   
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6 【書誌修正の原則を理解する】(テキスト第 7講「2.書誌修正の原則」から) 

 

問題: 

ある雑誌の 5 号(初号ではない号)を所蔵している(図左)。

総合目録データベースを検索したところ，ヒットした書誌

レコード(図右)には「記述は 6 号による」という注記があ

り，手元の資料と出版者が異なっていた。この時，書誌修

正で行う正しいものはどれか。 

 

 

   
 

1. VLYR フィールドを追加する。 

VLYR: 5 号 (1968.冬季)- 

2. PUB フィールドに 5号の出版日付を追加する。 

PUB: 松本 : 野草書房 , 1968- 

3. PUB フィールドの出版者を 5 号の出版者に修正，NOTE

フィールドに出版者変更の注記を追加する。 

PUB: 松本 : 渓流出版 

NOTE: 出版者変更: 野草書房 (6 号(1969.春季)-) 

4. 責任表示が違うので，別書誌レコードを作成する。 

 

 

 

解答:   

 

 

 

 

 

 

7 【タイトル変遷の基準について理解する】(テキスト第 7講「5.タイトル変遷の基準」から) 

 

問題: 

タイトル変遷の基準に関する説明として，【間違っているも

の】はどれか。 

 

1. 総合目録データベースは「個別タイトル記入方式」の

原則に基づき，ある逐次刊行物のタイトルが変更した

時点で，書誌レコードを新規に作成する。 

2. タイトルの変更のうち，「重要な変化」の場合だけタイ

トル変遷とみなし，「軽微な変化」はタイトル変遷とみ

なさない。 

3. タイトルの変化は，「重要な変化」であっても「軽微な

変化」であっても，全てタイトル変遷とみなし，書誌

レコードを新規に作成する。 

4. 「軽微な変化」に該当するかどうかの判断は，コーデ

ィングマニュアルの該当部分の基準に照らし合わせて

行う。 

 

 

 

解答:   
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8 【タイトル変遷の認定，リンク形成について理解する】 

(テキスト第 7講「7.変遷注記用データシート」から) 

 

問題: 

雑誌書誌レコードの変遷関係についての説明文で【間違っ

ているもの】はどれか 

 

1. タイトル変遷のタイプには「継続」「派生」「吸収」の 3

種類がある。 

2. 書誌レコード間のタイトル変遷を発見した場合は，書

誌の「BHNT フィールド」「FID フィールド」にデータを

記入する。 

3. 書誌レコード間のタイトル変遷を発見した場合は，変

遷注記用データシートに記入して，国立情報学研究所

に送付する。 

4. 原本がタイトル変遷していても，対応する複製版のタ

イトル変遷は作成しない。 

 

 

 

 

解答:   

 

 

9 【その他のタイトルについて理解する】(テキスト補講 2「その他のタイトルの記入法」から) 

 

問題: 

その他のタイトルが初号，もしくは（記述の根拠となった）

所蔵最古号に表示されている場合，記述の仕方として正し

いものは次のうちどれか。 

 

1. TR フィールドに記録されなかったタイトルは，タイト

ルの表示箇所に関わる「タイトルの種類」コードと共

に VT フィールドに記録する。 

2. 表示箇所に関わらず，「タイトルの種類」コード＝OH

と共に VT フィールドに記録する。 

3. タイトルの表示箇所に関わるコードは使用しない。 

4. 和雑誌の場合，表紙にあるタイトルは「タイトルの種

類」コード＝CV と共に VT フィールドに記録する。 

 

 

 

 

解答:   

 

 

10 【書誌レコードを削除する際の注意点を理解する】(テキスト補講 3「書誌レコード削除」から) 

 

問題: 

書誌レコードを削除予定レコード化するにあたって，必ず

確認しなければならないものを【2つ】選びなさい。 

 

1. リンクしているタイトル変遷レコードがないこと 

2. リンクしている著者名典拠レコードがないこと 

3. リンクしている所蔵レコードがないこと 

4. 「記述は○号による」の NOTE 注記がないこと 

 

 

 

 

解答:   

 

 

 

 


